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i nursingJ and i undergraduateJ 3つのキー
ワードで検索したところ 6件であったO 年代
別にみると、 2011年、 2009年、 2007年、 2006






















































































































































表 1 平成 22年度の実習学生数とシャドーイングを実施した学生数
学生数
シャドーイングを実施した学生数
表 2 実習 l週自の学生別実習経過のイメージ
学生 (月) (火) (水) (木) (金)
A オ受 手術前日 手術見学 術後 1日目 術後2日目
B リ け 手術前日 手術見学 術後 1日目 術後2日目
C エ持 手術前日 手術見学 術後 1日目 術後2日目
D ン;ち 手術前日 手術見学 術後 1日目 術後2日目
E ア 午前 I 午後 学内 手術見学 術後 1日目
F 一 X氏 受け持ち 学内 手術見学 術後 1日目
シ シャドーイング
G ヨ 午前 午後 学内 受け持ち 術前
H ン Y氏 午前の 学内 術前
シャドーイング 振り返り
水曜日は、学内実習日であるが、受け‘持ち患者が手術日の場合は、病院実習としている。
もできるよう指導が行われている。シャドー
イングを通して学生は、状態観察および援助
の方法にとどまらず、患者の自覚症状も合わ
せ、看護師はその場でアセスメントし対応し
ていることを学んでいた。学生は、術後 1日
目の看護を事前に学習しているが、実際に経
験することで、患者の状態変化や看護に対す
る驚きや感動があることもまれで、はない。こ
れらの学びは、カンファレンスなどを有効に
活用し、学生聞で出来る限り共有するように
している。その効果であるかは、明らかでは
ないが、シャドーイングの有無により、受け
持ち患者での術後 1日目の実習内容や全体の
実習評価に違いはみられなかったと考えられ
た。
V.今後の周手術期看護学実習におけるシヤ
ドーイングの是非
学生はシャドーイングを通して様々な学び
を得て、その経験が受け持ち患者の看護に活
かされていると考えられる。受け持ち患者に
実施する前に、シャドーイングを希望してい
る学生も多いと考えられる。それでは、シャ
ドーイングをすべての学生に取り入れたらよ
いのではないだろうか。ここで、シャドーイ
ングを実施する利点、欠点を考えてみたい。
シャドーイングの利点としては、術後 1日
目の患者に必要な観察、援助の実際を見学や
一部実践を通して学べることにある。学生は、
実施すべき内容は理解できていても、実際に
どのような順序で情報を得ていくのか、どの
ようにアセスメントしていくのか、実際場面
での対応は難しい。そこで、看護師の言動が
大切な学びにつながっている。看護師は、患
者に話しかけながら、痛みの程度や睡眠の状
況などの情報を得ている。また、創部の確認
と共に呼吸音や腹部の聴診なども実施してい
る。パイタノレサインの測定では、得られた値
から正常か異常かの判断をするとともに、他
の情報と関連さえ、援助の必要性、援助の適
切な方法を考え実施している。ガーゼ交換で
に一
d戸。
奈良看護紀要 VOL8.2012
は、直接介助と間接介助の看護師が、それぞ
れの役割を果たしている。全身清拭や離床へ
の援助では、実施前の観察や患者の発言など
から、どの方法が適切であるかその場で判断
して実施し、実施中の言葉がけや観察などか
ら患者に適切な看護であるかの評価も行って
いる。学生は、看護師の一つ一つの言動に意
味があることを理解し、得られた情報から即
座にアセスメントし、次への看護につなげて
いることも学ぶことができる。また学生は、
慣れない環境、術後の傷害期にある患者とい
う緊張に加え、患者の観察、援助の多さなど
から、思うように行動できないことも想定さ
れる。これらのことから、周手術期看護学実
習で、術後の傷害期にある患者の看護をシャ
ドーイングすることは、意義があり、受け持
ち患者で実際に学生が看護展開をしていくの
に役立っていると考えられる。
次に、欠点について考えてみたい。シャド
ーイングを実施する患者は、受け持ち患者と
は異なる。例えば、清潔や離床の援助の場合、
シャドーイングで実施される清拭の方法は、
臥位のまま全介助で実施する場合もあれば、
座位が可能で一部患者が実施する場合もある。
清拭と陰部洗浄、寝衣交換をどのような手順
で実施するかは、その時の状況によって変化
する。また、離床の援助を兼ねた清拭を考え
て実施する場合もあれば、まず清拭をした後
に、離床の援助を実施する場合もある。しか
し学生は、シャドーイングした内容、実施方
法をすべて真似てしまう傾向にある。その時
の患者に適した看護であるかを判断していく
ことが大切であるが、シャドーイングで学ん
だとおりに出来ることを目標にしてしまう危
険性もある。また、シャドーイングを全ての
学生に実施しようとすれば、受け持ち期聞が
短縮され、手術後の回復期や退院に向けての
看護が実践できなくなる可能性もある。
以上、シャドーイングについて考えてみた
が、これまでほとんど研究は行われておらず、
実際の効果は定かではない。今後は、シャド
ーイング、に対する意見やシャドーイングでの
学びについて調査し、効果を明らかにしてい
きたいと考えている。シャドーイングの鍵と
なるロールモデ、ノレについても調査が必要かも
しれない。シャドーイングの効果が明らかに
なれば、全学生に取り入れていく方が良いと
考える。以前に比べて周手術期患者の入院期
聞は、短縮してきており、現在でも 3週間の
実習期間中に、患者の退院により 2事例を受
け持つ学生もいる。シャドーイングを実施し
た後でも、受け持ち患者の周手術期看護の展
開は可能と考えられる。いずれにしても、病
棟との十分な調整が欠かせない。今後も十分
に意見交換しながらより良い実習指導を目指
していきたいと考える。
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